
令和 4年度 地区研修園 研修報告 
地区名  東部地区 

園名   学校法人北浜学園 北浜幼稚園 

研修主題 創具遊び   

ねらい ＜年長組＞ 

1学期    ・個人用積み木を用いて遊ぶ中で色々な形があることに気付く。 

・自分たちで作った物で遊びを展開していく。（ごっこ遊び） 

2学期   ・様々な形を組み合わせて遊んだり、形を完成させていく中で満足感や達成感を味わう。 

・友達と考えや意見を取り入れながら、一緒に創り出す楽しさを味わう。 

3学期  ・友達と協力して 1つの大きな作品を創り上げる。 

タングラム…新しい物（立体的な物）に自分から挑戦しようとする。 

設定理由 

・イメージを広げ、自分なりの表現を楽しむ。 

・友達の考えや意見を取り入れながら、一緒に創り出す楽しさを味わう。 

 

研修の進め方 

・静岡大学名誉教授 常葉大学保育学部元教授 ベルナール・ビュフェ美術館前館長 杉山明博先生による研修

会の実施、ワークショップへ参加する。 

・研修を終えてから各クラスで創具遊びを保育に取り入れ、創具実践記録ノートを職員間で共有しあう。 

・杉山先生の指導の下、創具館の環境設定を進める。「あそびのひろば」「創具館」を設立。 

・6月 24日公開保育実施。 

 

研修経過 

 

＜2020年 年少時 ＞ 

創具の取り組み 

 

単純に創具を積み上げたり、並べ

たりする姿が見られた。 

 

 

 

＜2021年 年中時＞ 

創具の取り組み 

 

タングラムにも触れて遊び始め

る。 

平面から立体へと変化してきた。 

少人数で個々の作品を作ってい

た。 



 

実践報告  

6月 24日公開保育実施 

 

【家をつくろう・まちをつくろう】 

角材のジョイント（結合部材）や加工されたたくさんの部材（積み木）を用いて、色々な物を作り上げていく遊

びをした。 

グループごとに作っていく中で友達の意見を聞く、友達が作っている時に見守っている等協力して行う姿が見ら

れた。次第にグループごとの作品が繋がり１つの大きな町が出来上がっていった。 

 

【タングラム】 

様々な形の積み木（三角形・四角形・円）の中から、動物、造形物等パーツを組み合わせて作り上げていった。 

初めは個別にパーツを取りに行き１人で作りあげていく様子も見られたが、回数を重ねると友達同士でアドバイ

スをし、協力し合って完成させようとする姿が見られた。１つの形でも何通りもの組み合わせが出来ることを教

師が提案すると、挑戦しようとする意欲がさらに高まった。 

 

 

＜2022年 年長時＞ 

創具の取り組み 

 

2年間の経験を経て、組み合わせ方に工夫が見ら

れた。より立体的な作品が出来上がっていった。 

タングラムでは生き物や建物等テーマのあるシ

ートを用いて楽しむ姿が見られた。 

 

 



【振り返り】 

家をつくろう・まちをつくろうでは、個人や少人数のグループで遊びを進めていたが、次第に大人数で色々な

意見を出し合いながら大きな作品を作るようになった。 

タングラムでは、回数を重ねていくことで子供達同士の想像力も高まり、難しいものにもチャレンジ出来るよ

うになり、自分達の中で考えたり工夫したりする力もついてきたように思う。 

 

【公開保育参加園の先生方よりいただいた感想】 

・タングラム遊びでは形を確認する子、取りに行く子、指示を出す子などそれぞれに役割が出てきているグルー

プがあり、主体性が感じられた。 

・創具遊びでは、作っている物のイメージを共有して友達と遊ぶ姿があり、教師もその子なりの思いを大切に丁

寧に声かけしているところが良かった。 

・片付けの中にも学びや遊びがあり、とても魅力的な環境であると思った。 

・1人では難しいこともグループの仲間と協力し合い、形を作っていく姿が見られ、協調性が感じられた。 

・今まで遊んできた経験を生かして、子供達同士で作りたい物を相談し合いながら、作り上げていく姿が印象的

だった。 

 

【終わりに】 

園生活の中で、創具を通して様々な体感をし、数値化できない感性や発想力を磨くことが大切であることを改

めて学ぶことができました。 

今回、このような研修機会を与えていただいたことに感謝しています。ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考文献 杉山明博著 「北浜幼稚園物語 創具館と木の造形館構想」より  


